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シリーズ

　北毛地域の基幹病院として地域の医療機関と連携
しその役割を果たします。

１．患者さんの気持ちに寄り添った医療を実践します。
２．十分な情報を提供し、共に考える医療を行います。
３．がん・呼吸器疾患・重症心身障害児（者）の専門病院として社会に
貢献します。

４．地域医療支援病院として、救急医療を含め地域の医療機関と連携し
地域医療に貢献します。

５．生命の尊さと人権を尊重し、安全な医療を提供します。
６．教育・研究事業に積極的に取り組み、質の高い医療を常に目指します。
７．良質な医療を継続的に確保するため、健全な経営と適正な運営に努
めます。

No.89

編 集 後 記

独立行政法人　国立病院機構　渋川医療センター
〒377-0280　群馬県渋川市白井383番地　TEL 0279-23-1010（代）　FAX 0279-23-1011
http://www.hosp.go.jp/~shibukawamc

基本理念

基本方針

年頭ご挨拶
リレー・フォー・ライフ・ジャパン2017ぐんま
県民の日　健康相談会を開催して
第20回市民公開セミナーを開催しました
ボランティア活動紹介／ボランティア募集
インターンシップのご案内

●患者さんにとって耳寄りな情報
　「医療被ばく低減施設認定を取得しました」
　「インフルエンザ薬」
●外来診療担当医表
●セカンドオピニオン担当表

看護の理念 患者さんの立場に立ち、心あたたかく、信頼に応える看護を提供します。

看護の基本方針
　１．患者さんの気持ちを大切に、思いやりとまごころ込めた看護を提供します。
　２．患者さんと共に考える看護の実践により患者さんが自ら意思決定が行えるよう支援します。
　３．地域の人々と連携を図ることで患者さんの生活の質の維持向上に努めます。
　４．患者さんの尊厳と権利を尊重した質の高い看護を提供します。
　５．看護の専門性を追求し、根拠に基づいた安全で安心な看護を提供します。

１．最善の医療サービスを受ける権利
２．人格・人権を尊重される権利
３．知る権利
４．自己決定権
５．プライバシーを保護される権利

○がんに関するご相談は「がん相談支援センター」でお受けします。
　担当：ソーシャルワーカー（尾方・山田・山浦・落合）
　電話：0279-24-9229（直通）
　　　　（受付時間は平日８：30～17：15です）
○メールによるご相談は、下記にて終日受け付けておりますが、回
　答は若干の日数を要する場合がございます。
　E-mail:shibukawamc@hosp.go.jp

がん相談支援センター患者さんの権利

セカンドオピニオン担当表（平成30年１月１日現在）

科　別 予約時間 月 火 水 木 金
呼吸器内科
（肺腫瘍） 午後３時30分～

午前中

午後２時～

午後２時30分～

午後

午後３時～

午後

午後

午後３時30分～

午後

斎藤　龍生

川島　　修

松本　守生

蒔田　富士雄

―

小林　　剛

山中　正義

―

―

横江　隆夫
（午後～）

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

斎藤　龍生

―

―

横田　　徹

小林　光伸

松浦　正名

―

―

―

宮城島　孝昭

―

―

磯田　　淳

―

―

中村　勇司

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

小林　　剛

―

田村　芳美

―

※対象者：原則として患者さん本人、患者さんの同意を得た家族　　費用：30分毎に5,400円
※お問い合わせ先：TEL0279-23-0626　地域医療連携室（直通）

呼吸器外科

血液内科

乳腺・甲状腺外科

消化器外科

放射線科

緩和ケア科

皮膚科

泌尿器科

脳神経外科

　あけましておめでとうございます。
　渋川医療センターは開院して２度目の新年を迎えました。
　山々は白く雪を被り、今季は大雪に見舞われますでしょうか。

　平成 26 年の豪雪では西群馬病院は陸の孤島となり、外来診療などに影響がありました。その教訓も有り、病院では除雪対策と
して大型の除雪車両をスタンバイしていますので、駐車場の確保は万全です。
　ウィズでは今後も渋川医療センターの活動と健康に関するお役に立つ情報を掲載してまいりますのでご愛読よろしくお願いいた
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔ・Ｋ）

平成28年４月に国立病院機構渋川医療センターとして発足し、２度目の新春を迎えます。
今後とも地域医療に貢献して参りますので本年もどうぞよろしくお願いいたします。
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年 頭 ご 挨 拶

地域のハブ病院の役割を目指して

国立病院機構渋川医療センター　院長　斎藤　龍生　
　

　新年明けましておめでとうございます。

　国立病院機構渋川医療センターは、群馬県地域医療再生計画に基づき国立病院機構西群馬病院と渋川市立

渋川総合病院が統合し、北毛地域の基幹病院として2016年４月に開院し、２度目のお正月を迎えました。

　新病院では、常勤医師の学会認定専門医が延べ72名、学会認定指導医が延べ50名に加え、非常勤医師50

名となり、新たに形成外科が加わり26診療科となりました。また2017年度より基幹型臨床研修指定病院と

なり、自院のみならず他院の初期研修医も加わり、さらに医学科、看護学科、薬学科、放射線学科、栄養学科、

保育学科など多くの学生さんの実習現場となり、若く活気に満ちた病院となりました。

　2017年度の病院経営分析(対2015年度西群馬病院)では、１日平均入院患者数は1.3倍、１日平均外来患

者数は2.3倍、月平均紹介患者さんが3.4倍、連携協力医数は2.3倍、手術例は3.3倍、救急患者数は7.3倍と

急増しております。またIMRT(強度変調放射線治療)、VMAT(強度変調回転照射)、SBRT(体幹部定位放射

線治療)、アブチェス(呼吸同期)の機能を有する高精度放射線治療機器（ELEKTA社VersaHD：本邦２台目）

の導入により、その治療件数は非常に伸び実績を上げております。地域診療所の先生方の応援の賜と感謝致

します。

　救急・災害の拠点病院としては、ドクターヘリ訓練、日本救急学会「突然の心停止の対処法」ICLSコー

ス研修、一次救急処置（BSL）講習会、関越自動車道で発生した大事故災害を想定した北毛外傷セミナー等

を開催し充実を計っております。

　病病連携では、群馬大学附属病院はもちろんのこと、小児医療センターのpost NICU患者さんの重心病

棟への受け入れ、北関東循環器病院との診療科の相互援助、渋川中央病院への脳外科医の援助、原町赤十字

病院外来への皮膚科医・呼吸器外科医の援助など、様々な形で連携を広げており、北毛地域でのハブ病院と

しての役割を果たしつつあります。また放射線診断医も充実したメンバーが集結しており、質が高く迅速な

放射線診断が可能ですので、CT・MRI・RIの診療所の先生方からのご利用に、十分お答えできます。

　がん診療連携拠点病院としては、５大がん（肺がん・胃がん・大腸がん・肝臓がん・乳がん）のみならず

悪性リンパ腫、多発性骨髄腫、泌尿器のがんなど、それぞれの臓器の専門外科医、がん薬物療法専門医など

の腫瘍内科医、放射線治療専門医がそろっており、質の高いがん医療を行っております。また一般病棟では

緩和ケアチームが、専門病棟としての緩和ケア病棟と、全国でもまれな充実した緩和医療体制も整っており

ます。

　職員一同「地域から求められる医療」を実践すべく精進して参りますので、本年もどうぞよろしくお願い

致します。
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リレー・フォー・ライフ・ジャパン2017ぐんま

　10月７日（土）〜８日（日）にかけてALSOKぐんま総合スポーツセンターで開催した「リレー・フォー・

ライフ・ジャパン2017ぐんま」に渋川医療センターとして、初めて参加しました。

　リレー・フォー・ライフ（Relay For Life）とは、がん患者さんやその家族の方々、その支援者の方々が、

公園やグランドを会場に交代で24時間にわたって歩き、がん征圧への願いを新たに、絆を深め合う寄付の

イベントです。

　はじまりは、1985年にアメリカ人の医師が、がん患者さんを励まし、対がん運動組織に寄付する目的で、

「がんは24時間、眠らない」「がん患者は24時間、がんと闘っている」をメッセージとして、フィールドを

走ったことから始まりました。現在では全米約5,500カ所、世界20カ国で開催されています。日本国内では

2006年９月に、茨城県つくば市で第一歩を踏み出し、毎年全国各地で開催されています。群馬県では５回

目の開催となるようです。

　会場内では、ぐんまちゃんをはじめ、群馬県各地のゆるキャラが集合して一緒に歩いたり、フードコート

やヒーローショーなど多数のイベントが開催されました。当院も約50人の職員がボランティアとして集ま

り24時間歩き続けることができました！

　また、入院患者さん、参加できなかった職員の方々、多数のルミナリエ作成、ありがとうございました。

　渋川医療センターの基本理念の一つでもある「がんの専門病院として社会に貢献します」を念頭に日々取

り組んでいるところであります。今後も地域に根ざした病院として日々努力していきたいと思います。

　また文末となりますが、今回初めての参加ということで、群馬県健康づくり財団をはじめ、群馬県内の各

病院の方々のご協力の元、無事参加することができました。誠にありがとうございました。来年度以降も、

ぜひ、参加していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。

庶務班長　山岸　秀樹

ルミナリエ リレーウォーク
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「県民の日 健康相談会」を
開催して

　県民の日である平成29年10月28日（土）、道の駅こもちにおいて啓発活動委員による「健康相談会」が

行われました。市民や道の駅を利用される方の健康の維持増進や、より多くの方に当院の活動・看護活動の

実際を知っていただく目的で開催されました。イベントの内容としては看護師による血圧測定、血管年齢測

定、健康相談と、栄養士による栄養相談を行いました。

　当日は朝から曇り空で午後には雨も降り出し、肌寒さを感じる１日でし

た。それにもかかわらず総勢146名、地域の住民の方だけでなく、遠方よ

りお越しの方々にも多数来場していただくことができました。年齢層は

20 〜 90歳代と幅広い方々の参加を得ることができました。参加された方

の中には、春に行われた「看護の日」のイベントに参加され、今回の「健

康相談会」を楽しみに来場してくださった方もいました。

　会場の中では受付後、それぞれ

希望のブースに並んでいただき各

測定や相談が行われました。血圧

測定や血管年齢測定では、時間帯

によっては長い列ができるほど盛

況となりました。健康・栄養相談

には「血圧や血管年齢が高い場合、どのようにしたらよいか」「体重

を減らしたい」「下肢静脈瘤の対処について教えてほしい」など、多くの悩みや質問が寄せられました。来

場者からは「アドバイスを受けてとても参考になった」「食事にもっと気をつけようと思う」「普段血圧測定

をしていないので、測ってもらって良かった」「初めて血管年齢測定をしてもらい参考になった」などの感

想が聞かれました。

　また、来場者からの要望では、今後も「色々な場所でイベントをやっ

てほしい」「回数をもっと増やしてほしい」など嬉しい言葉をいただ

くことができました。

　今回のイベントが地域住民や多くの方々の病気の予防や早期発見

など、健康意識の高まりにつながればと思います。そして今後も地

域とのつながりを大切にし、より多くの方々に当院を知っていただ

けるようイベントを継続していきたいと思います。

　　
緩和ケア病棟　看護師　箱田　春恵

外来　看護師　池田絵里子

看護部啓発委員会

受付・血圧測定

血管年齢測定

健康相談・栄養相談
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第20回
市民公開セミナー
を開催しました

第20回
市民公開セミナー
を開催しました

管理課長　竹下　秀之
　平成29年11月18日（土）13：30より第20回市民公開セミナーを開催しました。

　今年は例年になく寒い日が続き、天気予報も雨となっていたため、聴講者の出足が悪いのではと心配しま

したが、寒空にもかかわらずたくさんの方に来ていただきました。

　今年は第１部をがん相談、健康測定、第２部を院長による基調講演、第３部をオペラ演奏とし、盛りだく

さんの内容で開会しました。

　第１部のがん相談、健康測定では骨密度や動脈硬化測定に人気が集まり、開催後のアンケートでは「普段

できない検査ができて良かった」「検査数値が悪かったので早速受診に行きます」など、非常に好評でした。

　第２部の院長による講演では、渋川医療センター誕生の経緯から、地域の基幹病院として求められている

機能、これから目指そうとしている姿をわかりやすく話していただきました。

　第３部のオペラ公演では「ファウスト」より「宝石の歌」や「マイフェアレディ」より「踊り明そう」など、

すばらしい歌声を聴かせていただきました。

　来年度はまた趣向を凝らし、市民のみなさんへ喜んでいただけるような内容をお届けしたいと思っており

ます。
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～ボランティア募集～

　病院の玄関を入った時、心細い気持ちになったことはありませんか？

　そんな時に心強い味方になってくれるのが総合案内ボランティアさんです。

　総合案内ボランティアでは、病院に受診で来られた方へ様々なご案内をし

ています。たとえば、「再来受付機の使い方が分からない。」となれば隣で操

作のお手伝いをします。「受付票は出たけどどこ行っていいかさっぱり分から

ない。」となれば目的地までご案内します。玄関近くで外を見て立っている方

がいれば「お迎えをお待ちですか？」と車が到着するまで椅子をだしてくれ

たり、受付票を見ながらどこに行こうか迷っている方がいれば「ご案内しま

しょうか？」と声をかけてくれたり。

　来院した方が迷わないよう、不安が少なくなるよう、ちょっ

とした気遣いで皆さんの味方になってくれる方々です。また、

病院の環境・対応としてどうすれば患者さんに優しくなれるか

の様々な提案もしてくれています。

　毎週月曜から金曜までの午前中、水玉のエプロンを着たボラ

ンティアさんが玄関にいてくださいます。

　病院職員よりも患者さんに近い立場で手を貸してくれる方々

です。ご安心して病院にお越しください。

以下のボランティアを募集しています。興味を持たれた方はお気軽にご連絡ください。

「総合案内ボランティアさん」を募集しています。
活動日 ：平日の午前中 ２時間程度

活動内容 ：外来患者さんの受診の案内や病院内のご案内 等

問い合わせ先：渋川医療センター医療福祉相談室 ソーシャルワーカー山浦まで

第１弾 総合案内ボランティア

～ボランティア活動紹介～
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インターンシップのご案内インターンシップのご案内
　看護学生（平成31年３月卒業予定者）を対象にインターンシップを以下

の内容で開催します。熱意ある皆さまのご参加をお待ちしております。

■日　程

■対　象
　平成 31年３月卒業予定の看護大学・短大・専門学校学生の方

■集合場所
　国立病院機構渋川医療センター　大会議室

回 日　　時 受付〆切 定　員

第１回

第２回

２月24日（土）10：00～16：00

３月18日（土）10：00～16：00

２月15日（木）

３月 ９日（金）

30人

30人

■内　容

時　間 内　　　容

10：00

10：10

10：15

11：00

12：00

13：00

13：15

15：15

15：30

16：00

受付開始

オリエンテーション

病院の概要・看護部の概要・教育制度

２年目看護師・先輩看護師との交流会

昼食

更衣　

職場体験

更衣

説明会・質疑応答

終了

白衣・ナースシューズ（実習で使用しているもの）・名札。
ワンピースの場合はストッキング（肌色）、ツーピースの場合は靴下（白）。
※長い髪の方は職場体験ができるように、ひとつにまとめて来てください。

○職場体験先の希望をお聞きしますが、希望者多数の場合は抽選となります。
　メールに１～５の希望をご記入下さい。
　１．外科系　２．内科系　３．重症心身障害児（者）病棟
　４．緩和ケア病棟　５．どこでもよい
○交通費・昼食代は自己負担です。
○昼食は各自で準備をしてください。当院の売店もご利用いただけます。
○自家用車でお越しの場合は病院職員駐車場をご利用ください。

メールでの申し込みをお願いします。（電話での受け付けはしていません。）
　担当者　副看護部長
○メールアドレス　kangobu@sbmc.hosp.go.jp
○以下の内容を全てご記入ください。
　① 氏名（ふりがな）　② 性別　③ 大学・学校名　④ 電話番号・メールアドレス
　⑤ 職場体験希望部署（上記１～５参照）　

■持ってくるもの …　　

■その他 ……………

■お申込み方法 ……　
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　「放射線」と聞きイメージされることは「被ばく」ではないでしょうか。

　なぜ、「被ばく」なのでしょうか。私たちの記憶には、「広島原爆」・「長崎原爆」更に「チェルノブイリ原子力事

故」・「茨城県東海村JCO臨界事故」最近では「福島第一原発事故」が関連しているからではないでしょうか。放

射線は、五感で感じることは出来ません。したがって、放射線に被ばくすると健康に害があり“ガン”になるの

ではないかその他色々なことを知識のないまま思い考えていませんか。私たちの身の回りには常に自然界から

の放射線があり被ばくをしています。世界平均では、年2.4ミリシーベルトの被ばくをしています。

　しかしながらこの被ばくには、“医療被ばく”が含まれていません。

　現代の医療現場において放射線は必要不可欠なものと言っても過言ではありません。

　マスコミ・報道では、医療被ばくに対し「診断参考レベル」と称してまで“医療被ばくを低減させる”ことが取

り上げられている状況です。

　放射線に対する恐怖は、すべて知識のなさが原因ではないでしょうか。

　私たち診療放射線技師は、放射線の専門家として「安全・安心した医療の提供をおこなう」ことに責任が必要

です。安全な管理のもと各検査に技術を考慮し対応していますが、実際、患者さんへ被ばくを低減しているこ

とをお伝えできているのかというとなかなか難しい現状があります。被ばくを減らし検査を行っていることを

お伝えできるように当施設では可視化として「医療被ばく低減施設認定」を取得いたしました。

　安心して検査をお受けいただければと思い

ます。

　検査に対しての不安がありましたらお気軽

に診療放射線技師へお尋ねください。

－患者さんにとって耳よりな情報－－患者さんにとって耳よりな情報－

「医療被ばく低減施設認定」を取得しました

診療放射線技師長　笠原　　一
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副薬剤部長　蟻川　　勝

インフルエンザ薬

－患者さんにとって耳よりな情報－－患者さんにとって耳よりな情報－

　冬の寒さが厳しくなってきたこの時期、毎年話題となるのがインフルエンザの流行です。
特に、受験生にとっては、大切な受験シーズン本番とも重なり、予防と治療が大切となります。
　まずは、インフルエンザに感染しないこと。
　そのためには、手洗い、ワクチン接種やできる限り人混みを避ける、避けられない場合はマスクの着用等が有
効と言われています。
　インフルエンザワクチンは、接種してから効果が発現するまでに２週間～４週間が必要と言われていますので、
流行期（12月～３月）に入る前（10月～11月）に接種することが必要です。13歳未満の子供では、２回接種が必要
ですので、子どもさんのスケジュールも考慮し、予防接種を受ける時期を決めるようにしましょう。
　急な発熱、倦怠感など、「インフルエンザかな」と思ったら、直ぐに医療機関を受診しましょう。
　インフルエンザは周りへの感染拡大の防止、抗インフルエンザ薬の早期投与などの治療が重要となるからです。
　現在、抗インフルエンザ薬は、内服薬のタミフルカプセル・ドライシロップ、吸入薬のリレンザ、イナビル吸
入と注射ではラピアクタ点滴静注があります。これらの他、Ａ型インフルエンザには、シンメトレル錠も適応があ
りますが、現在ではほとんど使用されていないので、「抗インフルエンザ薬」というと、前者（タミフル、イナビル、
リレンザ、ラピアクタ）の４つを指すことがほとんどです。
　どの抗インフルエンザ薬も、急な発熱、倦怠感、食欲不振、関節痛などのインフルエンザの症状が現れてから
２日以内投与することが必要で、早いほど効果的と言われています。逆に、発症から２日を超えて投与した場合、
効果があるかどうかはわかっていません。
　抗インフルエンザ薬で問題となっているのが、未成年者での異常行動です。
　因果関係は示されていませんが、転落等が報告されていますので、未成年者に抗インフルエンザ薬を使用し家
庭内で療養する場合は、少なくとも２日間は１人にしないよう注意を払ってください。
　抗インフルエンザ薬は効果があると、比較的早期に解熱し、体が楽になります。とはいえ、体内のインフルエ
ンザウイルスが完全にいなくなったわけではありません。
　そのため、他の人にインフルエンザをうつしてしまう可能性があます。解熱してから２日間は外出等を控え、
他人との接触を避けましょう。もちろん、家族内でも家族への感染を避けるため、接触は最小限にし、マスクを
するなど注意しましょう。
　インフルエンザを発症している人の同居者や共同生活者のうち、高齢者（65歳以上）、慢性呼吸器疾患又は慢
性心疾患がある、糖尿病または腎臓病があるなどの方は感染予防目的で抗インフルエンザ薬を使用することがで
きますので、医療機関にご相談ください。

　重要なポイントは以下の点！

●まずは、手洗い、予防接種等で予防
●急な発熱、倦怠感等の症状があったら、直ぐに医療機関を受診
　（抗インフルエンザ薬は早期投与が効果的）
●未成年者に使用した時は、１人にしないよう注意（異常行動に注意）
●解熱後、２日間は外出を控える

　予防、早期治療と感染拡大防止でインフルエンザの流行時期をのりきりましょう。



渋川医療センター外来診療担当医表

総合診療科

外科（消化器）

脳神経外科

整 形 外 科
（予約制）

泌 尿 器 科

耳鼻咽喉科

皮 膚 科

甲 状 腺 科

乳 腺 科

眼 科

外科（呼吸器）

診 療 科

呼吸器内科

循環器内科

麻 酔 科

小 児 科
（重心のみ・予約制）

緩和ケア科
（予約制）

精神腫瘍科
（予約制）

放射線治療科
（予約制）

血 液 内 科

消化器内科

内分泌・代謝内科
内 科

月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金 月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金

午 前

時間帯 診 療 科 時間帯

午 後

午 前

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前
10:00まで

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤  暢洋（予約）
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

加藤　春雄
カトウ　ハルオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村  芳美（予約）
タムラ　ヨシミ

田村  芳美（予約）
タムラ　ヨシミ

田村  芳美（予約）
タムラ　ヨシミ

加藤  春雄（予約）
カトウ　ハルオ

鈴木  康太（群大）
スズキ　コウタ

吉成　大介
ヨシナリ　ダイスケ

小林　光伸
コバヤシ　ミツノブ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

髙橋　研吾
タカハシ　ケンゴ

★助川　晋作
〈肛門科・消化器外科〉
（第１．３．５週　13:30～）

スケガワ　シンサク

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　  徹（予約）
ヨコタ　トオル

横田　 徹（予約）
ヨコタ　トオル

横田　 徹（予約）
ヨコタ　トオル

高山 真祐子（予約）
タカヤマ　マユコ

高山 真祐子（予約）
タカヤマ　マユコ

高山 真祐子（予約）
タカヤマ　マユコ

高山 真祐子（予約）
タカヤマ　マユコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

加藤　春雄
カトウ　ハルオ

加藤　春雄
カトウ　ハルオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

加藤　春雄
カトウ　ハルオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

加家壁 正知
カヤカベ　マサトモ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

永島　宗晃
ナガシマ　トシテル

川島　　修
カワシマ　オサム

川島　　修
カワシマ　オサム

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

松浦　正名
マツウラ　マサナ

中村 勇司／松浦 正名
ナカムラ ユウジ／マツウラ マサナ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

松浦　正名
マツウラ　マサナ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

中村 勇司／松浦 正名
ナカムラ ユウジ／マツウラ マサナ

松浦　正名
マツウラ　マサナ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

松浦　正名
マツウラ　マサナ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

小屋　紘子
コヤ　ヒロコ

小屋　紘子
コヤ　ヒロコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

金山  雄樹（群大）
カナヤマ　ユウキ

植原  大介（群大）
ウエハラ　ダイスケ

磯田　　淳
イソダ　アツシ

松本　守生
マツモト　モリオ

松本　守生
マツモト　モリオ

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

磯田　  淳（予約）
イソダ　アツシ

宮澤　悠里
ミヤザワ　ユリ

宮澤　悠里
ミヤザワ　ユリ

磯田　　淳
イソダ　アツシ

中島  良実（群大）
ナガジマ　ヨシミ

長島　多聞
ナガシマ　タモン

山崎  勇一（群大）
ヤマザキ　ユウイチ

新井　洋佑
アライ　ヨウスケ

古谷　健介
フルヤ　ケンスケ

澤村　守夫
サワムラ　モリオ

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

宮澤  悠里（予約）
ミヤザワ　ユリ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

吉井　明弘
ヨシイ　アキヒロ

大澤　　翔
オオサワ　ショウ

土屋　友規子
ツチヤ　ユキコ

青木　周平
アオキ　シュウヘイ

小野　昭浩
オノ　アキヒロ

櫻井  麗子（群大）
サクライ　レイコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

（内分泌・代謝内科）

砂長  則明（群大）
スナガ　ノリアキ

笠井  裕子（群大）
カサイ　ユウコ

（内分泌・代謝内科）
吉野　  聡（群大）
ヨシノ　サトシ

（内分泌・代謝内科）
大崎　  綾（群大）
オオサキ　アヤ

（第２週・予約）

（第１週　13：30～）

（第１．３．５週）

（第２．４．５週　13：30～）

小川  孔幸 （群大）
オガワ　ヨシユキ

（第２．４週）
柿崎　 暁（群大）
カキザキ　サトル

14:00～
★宮城島 孝昭（群大）
ミヤギシマ　タカアキ

（15:00～）
★松山 敏之（群大）
マツヤマ　トシユキ

（第２．４週）
石川  真衣（群大）
イシカワ　マイ

（内　科）
川島　智恵子
カワシマ　チエコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

増田  友美（群大）
マスダ　トモミ

石北  直之（重心）
イシキタ　ナオユキ

石北  直之（重心）
イシキタ　ナオユキ

飯塚  陽一（群大）
イイヅカ　ヨウイチ

飯塚　陽一
（群大）

イイヅカ　ヨウイチ

柳川　天志
（群大）

ヤナガワ　タカシ

柳川  天志（群大）
ヤナガワ　タカシ

清水  信三（重心）
シミズ　ノブゾウ

石北  直之（重心）
イシキタ　ナオユキ

渡邉　　覚
ワタナベ　サトル

大崎　　隆
オオサキ　タカシ

飯島　浩宣
イイジマ　ヒロノブ

神宮　飛鳥
ジングウ　アスカ

桑子　智人
クワコ　トモヒト

阿久澤  暢洋（予約）
アクザワ　ノブヒロ

大澤 貴志（群大）
オオサワ　タカシ

（第１．３．５週）
岡部　和彦
オカベ　カズヒコ

（第２．４週）
加藤　春雄
カトウ　ハルオ

（第２．４週）
面髙 拓矢（群大）
オモダカ　タクヤ

★熊倉 久夫（北関）

山岸 敏治 (連携予約）

クマクラ　ヒサオ

（第３週　13：30～）
★中島 邦喜（北関）
ナカシマ　クニキ

ヤマギシ　トシハル

（第１．３．５週）

（第２．４週）

山岸　敏治

岩崎  俊弥（北関）

ヤマギシ　トシハル

イワサキ　トシヤ

（第２．４週）
入内島 裕乃（群大）
イリウチシマ　ヒロノ
（第１．３．５週）
大崎  洋平（群大）
オオサキ　ヨウヘイ

外来受付時間　８時30分 ～ 11 時 00分　　注）担当医変更の場合もございますので、予めご了承ください。

※整形外科は初再診にかかわらず、原則完全予約制です。（平成29年５月 25日より）

※原則、午後は予約診察のみとなりますが、★印の診察については受付時間は15:00 までとなります。

※（予約）と記載がある場合は、予約患者さんのみの診察となります。

※再診予約の方については16:00 まで再来受付機での受付が可能です。

（平成30年１月１日現在）

外来ファイルの『診察券入れ』を廃止しました
　従来は、診察券を"外来ファイル"に入れていただくようお願いしておりましたが、
　　○ファイルに入れた診察券を移動中に落とされる方がおられること。
　　○診察券を受付以外で使用することは、基本的にはございません。　

ので、受付が済みましたら診察券は無くさないよう速やかにお仕舞いください

外来患者さんへ
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（予約制）
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（予約制）

血 液 内 科
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午 前

時間帯 診 療 科 時間帯

午 後

午 前

午 前

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前
10:00まで

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 後

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 前

午 後

午 後

午 後

午 後

午 前

午 後

午 前

午 前

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤  暢洋（予約）
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

阿久澤　暢洋
アクザワ　ノブヒロ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

加藤　春雄
カトウ　ハルオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

田村  芳美（予約）
タムラ　ヨシミ

田村  芳美（予約）
タムラ　ヨシミ

田村  芳美（予約）
タムラ　ヨシミ

加藤  春雄（予約）
カトウ　ハルオ

鈴木  康太（群大）
スズキ　コウタ

吉成　大介
ヨシナリ　ダイスケ

小林　光伸
コバヤシ　ミツノブ

蒔田　富士雄
マキタ　フジオ

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

髙橋　研吾
タカハシ　ケンゴ

★助川　晋作
〈肛門科・消化器外科〉
（第１．３．５週　13:30～）

スケガワ　シンサク

棚橋　美文
タナハシ　ヨシフミ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

高山　真祐子
タカヤマ　マユコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

横田　  徹（予約）
ヨコタ　トオル

横田　 徹（予約）
ヨコタ　トオル

横田　 徹（予約）
ヨコタ　トオル

高山 真祐子（予約）
タカヤマ　マユコ

高山 真祐子（予約）
タカヤマ　マユコ

高山 真祐子（予約）
タカヤマ　マユコ

高山 真祐子（予約）
タカヤマ　マユコ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

佐藤　亜矢子
サトウ　アヤコ

横田　　徹
ヨコタ　トオル

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

青山　久美
アオヤマ　クミ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

山中　正義
ヤマナカ　マサヨシ

加藤　春雄
カトウ　ハルオ

加藤　春雄
カトウ　ハルオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

加藤　春雄
カトウ　ハルオ

田村　芳美
タムラ　ヨシミ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

髙橋　章夫
タカハシ　アキオ

合田　　司
ゴウダ　ツカサ

加家壁 正知
カヤカベ　マサトモ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

加家壁　正知
カヤカベ　マサトモ

永島　宗晃
ナガシマ　トシテル

川島　　修
カワシマ　オサム

川島　　修
カワシマ　オサム

横江　隆夫
ヨコエ　タカオ

松浦　正名
マツウラ　マサナ

中村 勇司／松浦 正名
ナカムラ ユウジ／マツウラ マサナ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

松浦　正名
マツウラ　マサナ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

中村 勇司／松浦 正名
ナカムラ ユウジ／マツウラ マサナ

松浦　正名
マツウラ　マサナ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

松浦　正名
マツウラ　マサナ

中村　勇司
ナカムラ　ユウジ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

内橋　慶隆
ウチハシ　ヨシタカ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

小屋　紘子
コヤ　ヒロコ

小屋　紘子
コヤ　ヒロコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

間島　竹彦
マジマ　タケヒコ

小林　　剛
コバヤシ　ゴウ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

金山  雄樹（群大）
カナヤマ　ユウキ

植原  大介（群大）
ウエハラ　ダイスケ

磯田　　淳
イソダ　アツシ

松本　守生
マツモト　モリオ

松本　守生
マツモト　モリオ

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

磯田　  淳（予約）
イソダ　アツシ

宮澤　悠里
ミヤザワ　ユリ

宮澤　悠里
ミヤザワ　ユリ

磯田　　淳
イソダ　アツシ

中島  良実（群大）
ナガジマ　ヨシミ

長島　多聞
ナガシマ　タモン

山崎  勇一（群大）
ヤマザキ　ユウイチ

新井　洋佑
アライ　ヨウスケ

古谷　健介
フルヤ　ケンスケ

澤村　守夫
サワムラ　モリオ

三原　正大
ミハラ　マサヒロ

宮澤  悠里（予約）
ミヤザワ　ユリ

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

山岸　敏治
ヤマギシ　トシハル

吉井　明弘
ヨシイ　アキヒロ

大澤　　翔
オオサワ　ショウ

土屋　友規子
ツチヤ　ユキコ

青木　周平
アオキ　シュウヘイ

小野　昭浩
オノ　アキヒロ

櫻井  麗子（群大）
サクライ　レイコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

（内分泌・代謝内科）

砂長  則明（群大）
スナガ　ノリアキ

笠井  裕子（群大）
カサイ　ユウコ

（内分泌・代謝内科）
吉野　  聡（群大）
ヨシノ　サトシ

（内分泌・代謝内科）
大崎　  綾（群大）
オオサキ　アヤ

（第２週・予約）

（第１週　13：30～）

（第１．３．５週）

（第２．４．５週　13：30～）

小川  孔幸 （群大）
オガワ　ヨシユキ

（第２．４週）
柿崎　 暁（群大）
カキザキ　サトル

14:00～
★宮城島 孝昭（群大）
ミヤギシマ　タカアキ

（15:00～）
★松山 敏之（群大）
マツヤマ　トシユキ

（第２．４週）
石川  真衣（群大）
イシカワ　マイ

（内　科）
川島　智恵子
カワシマ　チエコ

斎藤　龍生
サイトウ　リュウセイ

増田  友美（群大）
マスダ　トモミ

石北  直之（重心）
イシキタ　ナオユキ

石北  直之（重心）
イシキタ　ナオユキ

飯塚  陽一（群大）
イイヅカ　ヨウイチ

飯塚　陽一
（群大）

イイヅカ　ヨウイチ

柳川　天志
（群大）

ヤナガワ　タカシ

柳川  天志（群大）
ヤナガワ　タカシ

清水  信三（重心）
シミズ　ノブゾウ

石北  直之（重心）
イシキタ　ナオユキ

渡邉　　覚
ワタナベ　サトル

大崎　　隆
オオサキ　タカシ

飯島　浩宣
イイジマ　ヒロノブ

神宮　飛鳥
ジングウ　アスカ

桑子　智人
クワコ　トモヒト

阿久澤  暢洋（予約）
アクザワ　ノブヒロ

大澤 貴志（群大）
オオサワ　タカシ

（第１．３．５週）
岡部　和彦
オカベ　カズヒコ

（第２．４週）
加藤　春雄
カトウ　ハルオ

（第２．４週）
面髙 拓矢（群大）
オモダカ　タクヤ

★熊倉 久夫（北関）

山岸 敏治 (連携予約）

クマクラ　ヒサオ

（第３週　13：30～）
★中島 邦喜（北関）
ナカシマ　クニキ

ヤマギシ　トシハル

（第１．３．５週）

（第２．４週）

山岸　敏治

岩崎  俊弥（北関）

ヤマギシ　トシハル

イワサキ　トシヤ

（第２．４週）
入内島 裕乃（群大）
イリウチシマ　ヒロノ
（第１．３．５週）
大崎  洋平（群大）
オオサキ　ヨウヘイ

外来受付時間　８時30分 ～ 11 時 00分　　注）担当医変更の場合もございますので、予めご了承ください。

※整形外科は初再診にかかわらず、原則完全予約制です。（平成29年５月 25日より）

※原則、午後は予約診察のみとなりますが、★印の診察については受付時間は15:00 までとなります。

※（予約）と記載がある場合は、予約患者さんのみの診察となります。

※再診予約の方については16:00 まで再来受付機での受付が可能です。

（平成30年１月１日現在）

外来ファイルの『診察券入れ』を廃止しました
　従来は、診察券を"外来ファイル"に入れていただくようお願いしておりましたが、
　　○ファイルに入れた診察券を移動中に落とされる方がおられること。
　　○診察券を受付以外で使用することは、基本的にはございません。　

ので、受付が済みましたら診察券は無くさないよう速やかにお仕舞いください

外来患者さんへ
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シリーズ

　北毛地域の基幹病院として地域の医療機関と連携
しその役割を果たします。

１．患者さんの気持ちに寄り添った医療を実践します。
２．十分な情報を提供し、共に考える医療を行います。
３．がん・呼吸器疾患・重症心身障害児（者）の専門病院として社会に
貢献します。

４．地域医療支援病院として、救急医療を含め地域の医療機関と連携し
地域医療に貢献します。

５．生命の尊さと人権を尊重し、安全な医療を提供します。
６．教育・研究事業に積極的に取り組み、質の高い医療を常に目指します。
７．良質な医療を継続的に確保するため、健全な経営と適正な運営に努
めます。

No.89

編 集 後 記

独立行政法人　国立病院機構　渋川医療センター
〒377-0280　群馬県渋川市白井383番地　TEL 0279-23-1010（代）　FAX 0279-23-1011
http://www.hosp.go.jp/~shibukawamc

基本理念

基本方針

年頭ご挨拶
リレー・フォー・ライフ・ジャパン2017ぐんま
県民の日　健康相談会を開催して
第20回市民公開セミナーを開催しました
ボランティア活動紹介／ボランティア募集
インターンシップのご案内

●患者さんにとって耳寄りな情報
　「医療被ばく低減施設認定を取得しました」
　「インフルエンザ薬」
●外来診療担当医表
●セカンドオピニオン担当表

看護の理念 患者さんの立場に立ち、心あたたかく、信頼に応える看護を提供します。

看護の基本方針
　１．患者さんの気持ちを大切に、思いやりとまごころ込めた看護を提供します。
　２．患者さんと共に考える看護の実践により患者さんが自ら意思決定が行えるよう支援します。
　３．地域の人々と連携を図ることで患者さんの生活の質の維持向上に努めます。
　４．患者さんの尊厳と権利を尊重した質の高い看護を提供します。
　５．看護の専門性を追求し、根拠に基づいた安全で安心な看護を提供します。

１．最善の医療サービスを受ける権利
２．人格・人権を尊重される権利
３．知る権利
４．自己決定権
５．プライバシーを保護される権利

○がんに関するご相談は「がん相談支援センター」でお受けします。
　担当：ソーシャルワーカー（尾方・山田・山浦・落合）
　電話：0279-24-9229（直通）
　　　　（受付時間は平日８：30～17：15です）
○メールによるご相談は、下記にて終日受け付けておりますが、回
　答は若干の日数を要する場合がございます。
　E-mail:shibukawamc@hosp.go.jp

がん相談支援センター患者さんの権利

セカンドオピニオン担当表（平成30年１月１日現在）

科　別 予約時間 月 火 水 木 金
呼吸器内科
（肺腫瘍） 午後３時30分～

午前中

午後２時～

午後２時30分～

午後

午後３時～

午後

午後

午後３時30分～

午後

斎藤　龍生

川島　　修

松本　守生

蒔田　富士雄

―

小林　　剛

山中　正義

―

―

横江　隆夫
（午後～）

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

斎藤　龍生

―

―

横田　　徹

小林　光伸

松浦　正名

―

―

―

宮城島　孝昭

―

―

磯田　　淳

―

―

中村　勇司

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

小林　　剛

―

田村　芳美

―

※対象者：原則として患者さん本人、患者さんの同意を得た家族　　費用：30分毎に5,400円
※お問い合わせ先：TEL0279-23-0626　地域医療連携室（直通）

呼吸器外科

血液内科

乳腺・甲状腺外科

消化器外科

放射線科

緩和ケア科

皮膚科

泌尿器科

脳神経外科

　あけましておめでとうございます。
　渋川医療センターは開院して２度目の新年を迎えました。
　山々は白く雪を被り、今季は大雪に見舞われますでしょうか。

　平成 26 年の豪雪では西群馬病院は陸の孤島となり、外来診療などに影響がありました。その教訓も有り、病院では除雪対策と
して大型の除雪車両をスタンバイしていますので、駐車場の確保は万全です。
　ウィズでは今後も渋川医療センターの活動と健康に関するお役に立つ情報を掲載してまいりますのでご愛読よろしくお願いいた
します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔ・Ｋ）

平成28年４月に国立病院機構渋川医療センターとして発足し、２度目の新春を迎えます。
今後とも地域医療に貢献して参りますので本年もどうぞよろしくお願いいたします。
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